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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット用途の熱安定性微粒子組成物であって、
・前記組成物の合計重量に対して１０重量％から９５重量％の水と、
・前記組成物の合計重量に対して９０重量％から５重量％の、（ｉ）少なくとも１種のフ
ッ素化熱安定性バインダーであって、前記バインダーが粒子状であり、その特徴的な寸法
の少なくとも１つが８００ｎｍより小さいバインダー、または（ｉｉ）少なくとも１の乾
燥分５８％もしくは６０％のＰＴＦＥ分散物、と
を含むことを特徴とする組成物。
【請求項２】
　少なくとも１種の熱安定性顔料を、前記フッ素化熱安定性バインダーおよび前記熱安定
性顔料が組成物の合計重量の９０から５重量％を占める量でさらに含み、前記熱安定性顔
料も粒子状であり、その特徴的な寸法の少なくとも１つは８００ｎｍより小さいことを特
徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　組成物中に含まれる前記フッ素化熱安定性バインダーの粒子の特徴的な寸法の少なくと
も１つは４００ｎｍより小さいことを特徴とする請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　組成物の合計重量に対して少なくとも１重量％の、５℃～５０℃の間に含まれる温度お
よび大気圧において水の蒸気圧より低い蒸気圧を有し、少なくとも部分的に水と混和し得
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る形態の、少なくとも１種の蒸発遅延化合物をさらに含むことを特徴とする請求項１から
３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記蒸発遅延化合物は、界面活性剤、湿潤剤、消泡剤、および水溶性または部分的水溶
性溶媒を含む群から選択されることを特徴とする請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　少なくとも２種の蒸発遅延化合物を含むことを特徴とする請求項４または５に記載の組
成物。
【請求項７】
　前記蒸発遅延化合物は、少なくとも
・２種の異なる界面活性剤、または
・界面活性剤および溶媒、または
・界面活性剤および湿潤剤、または
・湿潤剤および溶媒、または
・２種の溶媒
を含むことを特徴とする請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記２種の蒸発遅延化合物の重量百分率の和は、組成物の合計重量に対して５重量％よ
り大きいことを特徴とする請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　第１の蒸発遅延化合物の量の第２の蒸発遅延化合物の量に対する重量比は０．００１～
１０００の間に含まれることを特徴とする請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記熱安定性顔料は、カーボンブラック、鉱物顔料および有機顔料、熱変色性半導体顔
料、ならびにそれらの混合物から選択されることを特徴とする請求項２から９のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　顔料を含まず、少なくとも溶媒および／または湿潤剤を含むことを特徴とする請求項１
に記載の組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１種の第２の非フッ素化熱安定性バインダーを含むことを特徴とする請求項
１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記非フッ素化熱安定性バインダーは、ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）、ポリエ
ーテルスルホン（ＰＥＳ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケ
トン（ＰＥＫ）、ポリアミドイミド（ＰＡＩ）、およびポリイミドから選択されることを
特徴とする請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記フッ素化熱安定性バインダーは、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、テト
ラフルオロエチレン／パーフルオロプロピルビニルエーテルコポリマー（ＰＦＡ）、およ
びテトラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプロペンコポリマー（ＦＥＰ）、ポリフッ化
ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ＭＶＡ（ＴＦＥ／ＰＭＶＥコポリマー）、ＴＦＥ／ＰＭＶＥ／
ＦＡＶＥターポリマー、ＥＴＦＥ、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ）、そ
れらの関連するコポリマー、ならびにそれらの混合物から選択されるフルオロカーボン化
樹脂であることを特徴とする請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が、その印刷の結果が、少なくとも１１０℃の温度に曝された後で、特性の
変化を何ら示さないものであることを特徴とする請求項１から１４のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項１６】
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　前記組成物が、その印刷の結果が、少なくとも２５０℃の温度に曝された後で、特性の
変化を何ら示さないものであることを特徴とする請求項１から１４のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項１７】
　請求項１に記載のインクジェット用途の熱安定性微粒子組成物の使用方法であって、
　基材上に前記組成物を適用する工程を含み、
　前記適用された基材が、前記基材を使用している間に少なくとも１１０℃以上の温度に
曝されることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　前記温度が少なくとも２５０℃以上であることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は概して、任意の種類の基材上に、特にその製造または使用の間に高温（特に２
５０℃以上の温度）に曝される基材上に使用可能なインクジェット用途の熱安定性微粒子
組成物またはインクの処方に関する。
【０００２】
　意図する分野は主には調理器具の分野であるが、本発明は衣類用のアイロンの底板もし
くは矯正用アイロンのプレート、フライ鍋もしくはパン焼き器のボウル、またはブレンダ
ーのボウル等の、高い使用温度で成形し、および／または高い使用温度に曝すことを意図
した他の全ての種類の物品にも関連し得る。
【０００３】
　本発明において、インクジェット用途の熱安定性微粒子インク（または組成物）は、イ
ンクジェット印刷デバイスから吐出することができ、少なくとも１種の熱安定性フッ素化
バインダーを含む水性組成物を意味すると理解される。
【０００４】
　組成物が熱安定性顔料を全く含んでいなければインクは透明で、むしろワニスの構成要
素となり、この種のインクはたとえばラミネートまたはレリーフ効果が必要な場合に使用
される。
【０００５】
　組成物がまた、熱安定性フッ素化バインダーの他に少なくとも１種の熱安定性顔料を含
むならば、これは真にこの用語の通常の意味でのインクを構成する。本発明の場合におい
て、熱安定性微粒子組成物は、その印刷の結果が、少なくとも１１０℃の温度、とりわけ
少なくとも２５０℃の温度に曝された後で、認知し得る、望ましくない、または制御され
ない色または特性の変化を何ら示さないような組成物である。
【０００６】
　本発明において、バインダーは高分子量（１０００Ｄａを超える）で、インク中に最初
に存在し、乾燥、癒合、または熱処理によってフィルムを形成し得る化学物質を意味する
と理解される。
【０００７】
　熱安定性バインダーは、熱に安定で、いったんフィルムを形成すると少なくとも２５０
℃の温度で全く変化（鎖切断等）を示さないバインダーを意味すると理解される。
【０００８】
　本発明の意味において、熱安定性顔料は、効率的に熱に耐え、言い換えると温度に対し
て安定な物理化学的特性を有する、微粒子または不溶性着色物質を意味すると理解される
。
【０００９】
　本発明の場合において、熱安定性顔料は、その変色温度よりも高い温度に以前曝された
後でさえも、温度に応じたその安定な挙動が、温度に応じて同じ色のコントラストを示す
能力によって表される熱変色性顔料をも含む。
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【背景技術】
【００１０】
　調理器具を装飾する数種類の手法が当技術において知られている。詳細には、平坦な表
面にパターンを適用するためのスクリーン印刷またはパッド印刷の手法を用いてそれらを
装飾することが当業者には知られている。これらの手法においては、スクリーン印刷また
はパッド印刷によってパターンを適用した後に物品の賦形操作を行なうことが可能である
。
【００１１】
　多色パターンを適用するためにスクリーン印刷（またはパッド印刷）を用いるならば、
色の数に応じて数回のスクリーン印刷（またはパッド印刷）の操作を順に行なう必要があ
る。それぞれの色についてスクリーン印刷（またはパッド印刷）を通過することが必要で
あり、それぞれの印刷の後、次の層のインクを印刷する前に、乾燥操作を行なわなければ
ならないことは明らかである。そのような印刷手法は、多数の基材に同一の画像またはパ
ターンを適用する場合にのみ収益性がある。少数の品目に印刷するためには、多色スクリ
ーン印刷（またはパッド印刷）は非常に高価であり、全く収益性がない。それは、それぞ
れのベース色に対して別々のスクリーン（または彫刻スタンプ）が必要となるからである
。さらに、印刷スクリーンを製造し、洗浄するためのコストは高く、スクリーンを製造す
るための時間は長いので、完璧な製造スケジューリングが必要である。さらに、色合いの
変更は、同一の図形であっても、完全な洗浄を必要とし、製造時間が分割される（これは
彫刻スタンプの場合も同じである）。さらに、スクリーン印刷およびパッド印刷の手法に
おいては、中間製品および部品（具体的にはインク、スクリーン、半完成キャップ等）の
大量のストックが発生する。
【００１２】
　従来技術においては、装飾された調理器具を得るための染料昇華型印刷手法の使用も知
られている。基本的には、昇華は固体が液相を経由せずに気体または蒸気に変化すること
である。染料昇華型印刷手法によれば、最初に基材（紙またはプラスチックフィルム）に
印刷されたパターンが、装飾すべき物品の表面に捺しつけられ、次いで全体が短時間、１
５０℃～２１０℃の間に含まれる温度に加熱される。標準的な染料昇華型印刷は平坦な物
品にのみ用いられる。それは、平坦でない物品に基材を捺しつけると、皺およびそれによ
る印刷欠陥が生じるからである。しかし、参照文献である特許文献１および特許文献２は
、任意の形状を有する物品の全ての表面の装飾を可能にする染料昇華型印刷法の改良を開
示している。しかし、そのような改良は染料昇華型印刷法を極めて複雑で採用し難く、非
生産的なものにしている。
【００１３】
　従来技術においては、インクジェットとして知られている印刷手法の使用も知られてお
り、これは小さな開口から基材上の正確に決定された場所にインクの液滴を吐出して画像
を作成することからなっている。インクジェット印刷は唯一の非接触印刷手法である。
【００１４】
　２種のインクジェット印刷手法が区別されている。第１は「連続インクジェット」（Ｃ
ＩＪ）として知られており、第２は「ドロップオンデマンド」（ＤＯＤ）として知られて
いる。
【００１５】
　ＣＩＪインクジェット印刷手法は、流体のジェットの制御された細分化に基づいている
。干渉によってジェットが破壊され、制御された大きさで十分に確定した速度の液滴が誘
起される。これは、ジェットの破壊とその速度を同期化することによって達成される。印
刷基材に到達するインク液滴は、静電気的手段によって選択される（液滴は荷電し、次い
でこれらの液滴が電場によって偏向される）。
【００１６】
　一方、ＤＯＤインクジェット印刷手法は異なる物理的プロセスに基づいている。インク
は、流体の体積に印加される圧力が表面張力を上回り、液滴の吐出を可能にするまで、容
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器内に残ってノズルにおいてメニスカスを形成する。今日主流となっているこの技術的選
択は、４つの吐出手法、すなわち圧電性、サーマル（またはバブルジェット（登録商標）
）、バルブジェット、および熱融着、に基づいている。圧電吐出手法が現在のところ、最
も開発されている手法である。これは以下の原理によって機能している。
・印刷デバイスのインク容器は、電気的励起（パルスの形態の）を機械力に変換するよう
に設計された圧電結晶と接触させられる。
・電気的励起は容器の壁の変形を誘起し、これは次に過圧をもたらす。
・この過圧は液滴の吐出を引き起こす。
【００１７】
　インクジェット印刷手法は、コンピュータツールの進歩および印刷の品質および速度の
増大と相まって、その成功を説明する固有の利点を有する。
【００１８】
　方法の視点からは、そのような技術（インクジェット印刷）によって、管理すべきイン
ク処方の数（４色印刷では４、６色印刷では６）を限定することが可能になり、これは処
方および保存の観点では紛れもない利点である。さらに、インクジェット印刷は基材との
接触がない印刷技術であり、画像キャリア（スクリーン、彫刻スタンプ、または染料昇華
法のための印刷済み基材）が存在しないので、他の印刷手法を採用するために必要な準備
作業、すなわちスクリーンの準備、スタンプの彫刻、またはおそらく基材（紙またはプラ
スチックフィルム）が不要になる。さらに、特に印刷すべきそれぞれの対象ごとに変動す
る印刷データの動的管理によって、物品の個別化が可能になり、実施不能なほどのコスト
アップを招くことなしに極めて少ない系列の製造が可能になる。消費は厳密に必要な量に
低減されるのでインクの無駄がなく、印刷ヘッドが小さいので装置の損失は非常に小さい
。最後に、インクジェット印刷により、系列を即時に変更することおよび製造のトレーサ
ビリティが可能になる。結論として、インクジェット印刷デバイスによって占有されるス
ペースは、同一のアウトプットを生産するために用いられるスクリーン印刷機械またはパ
ッド印刷機械の系列と比較して小さい。
【００１９】
　製品の視点からは、インクジェット印刷により、多種類の色および複雑なパターン（写
真、布帛、石、木材、または大理石の効果、その他）のデザインを高鮮明度で作成するこ
とが可能になる。このような技術により、ヘッドをロボットに連結することによって、基
材にレリーフ状印刷をすることが可能になる。
【００２０】
　応用の視点からは（インクジェット印刷によってインクを塗布するために用いる基材の
性質の意味で）、オフィスワークおよび書類の個人化（要求に応じたカスタムデザイン）
の他に、インクジェット印刷の応用は多様であり、大および特大のフォーマットのポスタ
ー、布帛への印刷、セラミックへのデザイン、ラベリング、あて名書き、食品への印刷、
活性成分の堆積、バイオマテリアルの堆積、導電性インクによる印刷、その他がある。
【００２１】
　インクジェット印刷手法の種々の応用の中で、１つの応用は、たとえばセラミックタイ
ルのように製造プロセスにおいて非常に高い温度で焼き付ける必要がある物品の装飾に関
係がある。
【００２２】
　この分野においては、焼結または粉末融合等の製造手法において、物品を少なくとも３
００℃、場合によっては１３００℃以上の温度に加熱する必要がある。したがってインク
ジェット手法においては紙または布帛の印刷に用いられる標準のインクを用いてデザイン
を印刷することは不可能である。それは、これらのインクは高温には耐えられない有機染
料化合物を含む水系（水性）インクであるからである。焼き付けまたは使用のサイクルに
おける高温により、典型的には有機物である顔料だけでなく、その成分であるバインダー
も酸化される。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００２３】
【特許文献１】欧州特許第０４５１０６７号明細書
【特許文献２】欧州特許第５４４６０３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２４】
　したがって本発明は、製造または使用の間に１１０℃を超える温度に曝される物品（た
とえば調理器具）の機能層または装飾層のインクジェット印刷による製造を可能にすると
いう課題に対処するものである。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　したがって本発明の対象は、熱安定性インクジェット用途の微粒子組成物であって、
・前記組成物の合計重量に対して１０重量％から９５重量％の水と、
・前記組成物の合計重量に対して９０重量％から５重量％の、少なくとも１種の粒子状の
フッ素化熱安定性バインダーであって、その特徴的な寸法の少なくとも１つが８００ｎｍ
より小さいバインダーと
を含む、微粒子組成物である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明において、粒子の特徴的な寸法は、粒子の大きさを特徴付ける寸法（具体的には
球状粒子の直径）を意味すると理解されるが、たとえば特徴的な寸法「Ｄ５０」または「
Ｄ９９」に関する粒径分布をも意味すると理解される。
【００２７】
　本発明において、用語「Ｄ５０」は、粒子の５０％が有する最大寸法（粒径分布のメデ
ィアン）を意味すると理解される。
【００２８】
　本発明において、用語「Ｄ９９」は、粒子の９９％が有する最大寸法を意味すると理解
される。
【００２９】
　本発明の微粒子組成物中の熱安定性バインダーによって、水性インク層が所要の表面特
性および耐久特性を有することが保証でき、ある場合には保護ラミネート層なしで済ます
ことが可能になる。
【００３０】
　有利には、本発明の熱安定性微粒子組成物は少なくとも１種の熱安定性顔料を、前記フ
ッ素化熱安定性バインダーおよび前記熱安定性顔料が組成物の合計重量の９０から５重量
％に相当する量で含んでもよく、前記熱安定性顔料も粒子状であり、その特徴的な寸法の
少なくとも１つは８００ｎｍより小さい。
【００３１】
　バインダー粒子、および該当する場合には顔料粒子の特徴的な寸法が８００ｎｍより小
さいことにより、印刷ヘッドノズルの目詰まりおよび損傷のリスクを解消するか、少なく
とも制限することができる。
【００３２】
　本発明の熱安定性微粒子組成物において用いることができるフッ素化熱安定性バインダ
ーとして、具体的にはポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、テトラフルオロエチレ
ン／パーフルオロプロピルビニルエーテルコポリマー（ＰＦＡ）、およびテトラフルオロ
エチレン／ヘキサフルオロプロペンコポリマー（ＦＥＰ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶ
ＤＦ）、ＭＶＡ（ＴＦＥ／ＰＭＶＥコポリマー）、ＴＦＥ／ＰＭＶＥ／ＦＡＶＥターポリ
マー、ＥＴＦＥ、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ）、それらの関連するコ
ポリマー、ならびにそれらの混合物を挙げることができる。
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【００３３】
　本発明の熱安定性微粒子組成物において用いることができる顔料として、具体的にはカ
ーボンブラック、熱安定性顔料（たとえばＣｏＡｌ2Ｏ4、酸化鉄ＩＩＩ、チタン酸クロム
およびチタン酸アンチモン、シリコアルミネート、ニッケルチタンイエロー、二酸化チタ
ン、種々の金属酸化物を含むスピネル結晶構造を有する無機顔料、酸化鉄または酸化チタ
ンでコートしたマイカ光輝顔料、酸化鉄でコートしたアルミニウム光輝顔料、ペリレンレ
ッド）、熱変色性半導体顔料（たとえばＦｅ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、ＢｉＶＯ4等の半導体金属
酸化物）およびそれらの混合物を挙げることができる。
【００３４】
　これらの顔料は、カーボンブラック、金属酸化物、ペリレンレッド等の有機分子のいず
れであれ、優れた耐熱性を有しており、これらは特に温度に対して安定である。
【００３５】
　最後に、顔料として大きさが５から２００ｎｍのナノメータオーダーの無機粒子を用い
ることもでき、これはその極めて小さいサイズのためにインクの製剤中では必ずしも着色
していないが、乾燥後、再凝集によって典型的には大きさ３５０ｎｍを超える大きなユニ
ットを形成してその色を発現し、結果として着色して見えるようになる。この溶液は特に
有用である。それは、それによりノズルが詰まることなく機能するとともに、ノズルの摩
耗が少ないことが保証されるからである。
【００３６】
　有利には、本発明の組成物中に含まれる前記熱安定性バインダーの粒子、および該当す
る場合には前記熱安定性顔料の粒子は、４００ｎｍより小さい特徴的な寸法を示してもよ
い。
【００３７】
　そのような寸法を有する粒子を用いる利点は、それ自体小さな開口部を有するノズル、
理想的には粒径／ノズル開口径の比が約１：１００であるノズルを使用することができる
という点にある。それにより液滴の体積を制限することが可能であることが分かる。これ
は、より正確な輪郭線を有する印刷、したがってより良い描画を意味する。これは、平坦
な色合い（一様な色）を作成したい場合でさえも有利である。それは、それによりインク
の消費が制限されるからである。
【００３８】
　本発明の熱安定性微粒子組成物（または水性インク）は、ＤＯＤインクジェット印刷デ
バイスにおける使用に適している。それは、印刷デバイスのノズルに適合する粒子サイズ
に加えて、この組成物が以下の物理学的特性およびレオロジー特性を有しているからであ
る。
－　吐出温度において２～２５ｍＰａ．ｓの間に含まれる粘度、
－　２２～４０ｍＮ／ｍの間に含まれる表面張力（ガンマ）、
流体の粘度および表面張力は、一様なサイズおよび形状を有する液滴の生成の制御を可能
にするパラメータである。
【００３９】
　さらに、および印刷システム（特に印刷ヘッドおよび流体システム）全体の成分材料を
変化させないために、本発明の組成物のｐＨは、できるだけ中性に近くなくてはならない
。
【００４０】
　有利には、本発明の組成物は、前記組成物の合計重量に対して少なくとも１重量％の、
５℃～５０℃の間に含まれる温度および大気圧において水の蒸気圧より低い蒸気圧を有し
、少なくとも部分的に水と混和し得る形態の、少なくとも１種の蒸発遅延化合物をさらに
含む。
【００４１】
　本発明において、蒸発遅延化合物は、本発明の組成物の蒸発を低減させ／遅延させる化
合物を意味すると理解される。
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【００４２】
　実際、ノズルにおいてメニスカスを形成する水性インクは、２つのジェットの間で乾燥
してはならない。したがってこの目的のため、本発明の水性組成物の蒸気圧は水の蒸気圧
より低いことが好ましい。水よりも蒸発が遅い組成物を用いることによって、ノズルを湿
潤状態に保つことができる。
【００４３】
　本発明の水性組成物中に蒸発遅延化合物が存在するため、本発明の組成物の液滴（これ
は乾燥するにつれて化合物中で徐々に濃縮される）がノズルチップに保持されるので、次
の液滴による壁の再湿潤化が容易になり、それが液滴列の再現性、したがって印刷品質に
寄与することが注目される。
【００４４】
　蒸発曲線があまり知られていない場合もあるいくつかの化合物から蒸発遅延化合物を選
択するために、これらの化合物の沸点データを用いることができる。
【００４５】
　実際、沸点が１３５℃を超える化合物によって、本発明の熱安定性微粒子組成物に用い
ることができる蒸発遅延流体を得ることが概して可能になる。
【００４６】
　本発明の範囲内で用いることができる化合物の中では、界面活性剤、湿潤剤、消泡剤、
および水溶性または部分的水溶性溶媒が挙げられる。これらの化合物により、インクの物
理化学的特性の調整、したがって印刷ヘッドによる吐出の安定性、基材の湿潤化、フィル
ムの形成等の調節が可能になる。
【００４７】
　本発明において、界面活性剤は、分散剤（とりわけ顔料を安定化するため）、湿潤剤、
乳化剤、および起泡剤を意味すると理解される。
【００４８】
　本発明の熱安定性微粒子組成物において用いることができる水溶性または部分的水溶性
溶媒としては、具体的にはアルコール、グリコール、アルキルグリコール、アルキルホス
フェート、酸およびそれらの誘導体、アミノアルコール、ならびに非プロトン性極性溶媒
が挙げられる。
【００４９】
　本発明において、湿潤剤は水中で水溶性または部分的水溶性（それぞれ混和性または部
分的混和性）であり、印刷ヘッド中のインクの保水性を増大させることができる化合物を
意味すると理解される。
【００５０】
　本発明の熱安定性微粒子組成物中で用いることができる湿潤剤として具体的には、糖、
カルボン酸（好ましくは１３個以上の炭素原子を含む炭素鎖を有する）のナトリウム塩、
マグネシウム塩、亜鉛塩およびカルシウム塩、ならびに尿素が挙げられる。
【００５１】
　ある種の化合物（たとえばグリコール）は、湿潤剤および溶媒としての二重の役割を有
し得る。
【００５２】
　有利には、本発明の組成物は少なくとも２種の蒸発遅延化合物を含み得る。
【００５３】
　２種の蒸発遅延化合物の組み合わせにより、インクの品質または描画を顕著に改善する
ことができる。たとえば、蒸発遅延化合物の一方を、顔料または熱安定性バインダーの分
散安定性を強化するために選択し、他方を基材上における湿潤性または拡散性を促進する
ために選択することができる。
【００５４】
　これらの２種の蒸発遅延化合物は、
・２種の異なる界面活性剤、または
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・界面活性剤および溶媒、または
・界面活性剤および湿潤剤、または
・湿潤剤および溶媒、または
・２種の溶媒
からなることが好ましい。
【００５５】
　この場合（本発明の組成物における少なくとも２種の蒸発遅延化合物）、前記２種の蒸
発遅延化合物の重量百分率の和は、組成物の合計重量に対して５重量％より大きく、好ま
しくは１０重量％より大きい。
【００５６】
　これらの化合物の遅延効果は組成物の合計重量に対して５重量％で観察され始め得る（
本発明の水性組成物の蒸発に関する限り）が、この百分率が増大するとともにこの効果は
強化される。このことは、印刷ヘッドノズルの開放時間が長くなり、それにより工業利用
が促進されることを意味する。
【００５７】
　第１の化合物の量の第２の化合物の量に対する重量比は、好ましくは０．００１～１０
００の間、より好ましくは０．０１～１００の間に含まれる。
【００５８】
　最後に、熱安定性バインダー、および該当する場合には顔料または蒸発遅延化合物等の
他に、本発明の組成物は以下の添加剤をさらに含んでもよい。
・定着剤および／または浸透剤（具体的には印刷基材にインクを定着させるため）、
・殺生物剤および／または抗真菌剤（具体的には細菌および／または真菌の成長を阻害す
るため）、
・緩衝剤（ｐＨを調節するため）、
・および防食剤、消泡剤等。
【００５９】
　本発明の水性組成物中に蒸発遅延化合物がなくても、印刷ヘッドによる組成物の吐出は
可能であるが、人の介入（具体的にはノズルの洗浄のための）がなければ長期に行なうこ
とはできない。
【００６０】
　有利には、フッ素化熱安定性バインダーを含む本発明の微粒子組成物は、顔料を含まず
、少なくとも１種の既に定義した溶媒を含んでもよい。
【００６１】
　そのような実施形態により、連続フィルムを得ることが可能になる。
【００６２】
　有利には、本発明の微粒子組成物は、顔料を含まず、少なくとも１種の既に定義した湿
潤剤を含んでもよい。
【００６３】
　そのような実施形態により、本発明の組成物を基材上に塗布する（基材を覆う）ことが
可能になる。
【００６４】
　一般には、想定した実施形態に関わらず、本発明の組成物は少なくとも１種の第２の非
フッ素化熱安定性バインダーをさらに含んでもよい。
【００６５】
　本発明の熱安定性微粒子組成物において用いることができる非フッ素化熱安定性バイン
ダーとして、具体的にはポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）、ポリエーテルスルホン（
ＰＥＳ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）、
ポリアミドイミド（ＰＡＩ）、およびポリイミドが挙げられる。
【００６６】
［実施例］
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　本発明を以下の実施例においてより詳細に説明する。
【００６７】
　これらの実施例において百分率および部の全ては、他に注釈しない限り、重量％として
表現する。
【００６８】
実施例
インクジェット（ＤＯＤ）によって操作する装飾デバイス
　印刷デバイスとしてＤＯＤ型デバイスを用いる。これはノズル、チャンバー、およびイ
ンク回路を有し、商品名ＡＲＤＥＪＥ　ＨＡ５として市販されている印刷ヘッドを備える
。
【００６９】
製品
インクジェット用途の熱安定性微粒子組成物
－　キャリア：水；
－　溶媒：
　－　エチレングリコール；
　－　プロピレングリコール；
　－　エタノール；
－　湿潤剤：グリセロール；
－　顔料：
　－　Ｓｈｅｐｈｅｒｄアルミニウム－コバルト青色顔料（商品名１０Ｃ５９５）；
　－　Ｓｈｅｐｈａｒｄクロムアンチモンチタネート黄色顔料（商品名Ｙ１９３）；
　－　Ｂａｙｆｅｒｒｏｘ社より市販の酸化鉄赤色顔料（商品名１１０Ｍ）；
　－　商品名Ｐａｌｉｏｇｅｎ（登録商標）Ｒｅｄ　Ｋ３９１１としてＢＡＳＦ社より市
販のペリレンレッド赤色顔料；
　－　Ｃａｂｏｔ表面改質カーボンブラック、水中２０％；
－　界面活性剤（分散剤）：
　－　商品名ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ（登録商標）としてＬＵＢＲＩＺＯＬ社より市販の高分
子量超分散剤ポリマー；
　－　５０重量％のＤＩＳＰＥＲＢＹＫ（登録商標）－１９０と５０重量％のＤＩＳＰＥ
ＲＢＹＫ（登録商標）－１８０の混合物（これらの分散剤はいずれもＢＹＫ社より市販）
；
　－　商品名ＴＥＧＯ（登録商標）としてＥＶＯＮＩＫ社より市販の脂肪酸由来非イオン
性界面活性剤；
－　界面活性剤（湿潤剤）：
　－　非イオン性界面活性剤：商品名ＧＥＮＡＰＯＬ（登録商標）としてＣｌａｒｉａｎ
ｔ社より市販のポリエチレングリコールイソトリデシル；
－　消泡剤：
　－　Ｅｖｏｎｉｋ社より市販の添加剤入り鉱油；
－　熱安定性バインダー：
　－　フッ素化熱安定性バインダー：
　　・商品名ＴＦ　５０３５ＺとしてＤｙｎｅｏｎ社より市販の乾燥分５８％のＰＴＦＥ
分散液；
　　・商品名ＦＥＰ　６３００ＧＺとしてＤｙｎｅｏｎ社より市販の乾燥分５５％のＦＥ
Ｐ分散液；
　－　非フッ素化熱安定性バインダー：
　　・商品名Ｔｏｒｌｏｎ　ＡＩ３０としてＳｏｌｖａｙ社より市販のポリアミドイミド
樹脂。
【００７０】
試験
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インクジェット用途の熱安定性微粒子組成物の吐出性の評価
　インク組成物のｐＨ、粘度、および表面張力等の物理化学的パラメータは、インク組成
物の均一かつ安定な吐出を経時的に保証するための必要条件であるが十分条件ではない。
実際、吐出の際に流体に加わる力（せん断力および起動頻度）は、標準的な分析装置によ
っては模擬できない。
【００７１】
　したがって、処方物の吐出性（すなわち、十分な吐出速度および経時的な安定性を有す
る均一な寸法および形状の液滴の生成）を検証することも重要である。
【００７２】
　本発明において、吐出性は、試験される組成物について以下の基準が満たされることを
意味すると理解される。
１．印刷ノズルから液滴が吐出される可能性；
２．吐出された液滴の列が規則的であること；
３．液滴が異形でないこと；テイル（延長された形状の液滴）およびサテライト（ノズル
の平面に直角でない方向に吐出された寄生液滴）がないこと；
４．ノズルの開放時間が１５秒より長いこと；この開放時間は、ノズルにインクの蒸発残
留物が残っていない時間に対応する。
【００７３】
　試験される組成物の吐出性は、商品名ＨＡ５としてＡＲＤＥＪＥ社より市販されている
印刷デバイスを用いて、周波数１．７ｋＨｚ、制御温度２５℃または３５℃で操作して評
価する。
【００７４】
　観察およびストロボ記録を行なうことにより、液滴の形状および液滴列の規則性を経時
的に可視化することができる。
【００７５】
レオロジープロファイルの評価／粘度測定
　粘度はＭａｌｖｅｒｎ社のＧｅｍｉｎｉレオメーターを用いて測定する。測定は可動コ
ーン／プレート（直径５５ｍｍに対して傾斜２％）を用いて、インクの吐出についての目
標温度で行なう。粘度は、５ｓ-1より大きい速度勾配について測定した瞬間粘度を平均す
ることによって計算する。
【００７６】
（実施例１）
フッ素化熱安定性バインダーおよび蒸発遅延化合物を含む本発明の顔料添加水性インクＥ
Ａ１
　フッ素化熱安定性バインダーを含まない顔料添加初期組成物ＣＰ１を撹拌下に調製する
。組成物の種々の成分および組成物の合計重量に対する重量％で表したそれぞれの量を以
下に示す。
【００７７】
【表１】
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【００７８】
　水性組成物ＣＰ１中において、溶解した青色１０Ｃ５９５顔料は以下の粒径分布を有す
る。
－　Ｄ５０＝９３０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝３３６０ｎｍ
【００７９】
　したがって、水性組成物ＣＰ１中の顔料の粒径分布は、現状ではインクジェットによる
適用には適しない。この目的のため、顔料添加組成物ＣＰ１を、ＺｒＯ2ビーズを満たし
た水平ピンミルで摩砕する。
【００８０】
　２時間の摩砕の後、熱安定性バインダーを含まない二次顔料添加組成物ＣＰ１’が得ら
れる。これについて、以下の粒径分布が青色顔料に関して得られる。
－　Ｄ５０＝１７０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝４１５ｎｍ。
【００８１】
　この二次組成物ＣＰ１’の乾燥分百分率は９％である。
【００８２】
　この摩砕ステップの後、ナノメーターサイズのＣＰ１’顔料分散液に、以下に示す割合
（重量部）でＰＴＦＥ分散液を加えて水性インク組成物ＥＡ１を作成する。
【００８３】
【表２】

【００８４】
　ＰＴＦＥの添加により顔料は凝集しない。水性インク組成物ＥＡ１のレオロジープロフ
ァイルはニュートニアンである。２５℃で測定した粘度は２０ｍＰａ．ｓである。
【００８５】
　インクＥＡ１の吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．
７ｋＨｚ、２５℃で検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．５ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は１分より長い。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【００８６】
　グリセロールにより、基材上の液滴の印象は一様で、ハローがない。
【００８７】
　印刷結果は、少なくとも１１０℃の温度、またとりわけ少なくとも２５０℃の温度に曝
した後も、色または特性において認知し得る、望ましくない、または制御されない変化を
全く示さない。
【００８８】
（実施例２）
フッ素化熱安定性バインダーおよび少なくとも１種の蒸発遅延化合物を含む本発明の顔料
不添加水性インクＥＡ２
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　フッ素化熱安定性バインダーを含む顔料不添加水性インク組成物ＥＡ２を調製する。組
成物の種々の成分および組成物の合計重量に対する重量％で表したそれぞれの量を以下に
示す。
【００８９】
【表３】

【００９０】
　水性組成物ＥＡ２を以下のようにして調製する。
－　穏やかに撹拌しながらＰＴＦＥ分散液に水を加え、希釈ＰＴＦＥ分散液を作成する；
－　次いで、希釈ＰＴＦＥ分散液に界面活性剤、次にグリセロールを加える。
－　たとえば孔径０．８μｍ、次いで孔径０．４５μｍのセルロースアセテートシリンジ
フィルターを通して、全量濾過方式で濾過して、安定な分散液が得られる。グリセロール
および界面活性剤の添加により、分散液中の種々の成分の大きさは改変しない。
【００９１】
　２５℃で測定した水性インクＥＡ２の粘度は２．８ｍＰａ．ｓ、ＷＩＬＨＥＬＭＹプレ
ートテンシオメーターで測定した流体の表面張力は２８．３ｍＮ／ｍで、プロファイルは
ニュートニアンである。
【００９２】
　インクＥＡ２の吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．
７ｋＨｚ、温度２５℃で操作して検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は１分である。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【００９３】
　グリセロールにより、基材上の液滴の印象は一様で、ハローがない。
【００９４】
　印刷結果は、少なくとも１１０℃の温度、またとりわけ少なくとも２５０℃の温度に曝
した後も、色または特性において認知し得る、望ましくない、または制御されない変化を
全く示さない。
【００９５】
（実施例３）
フッ素化熱安定性バインダーおよび蒸発遅延化合物を含む本発明の顔料不添加水性インク
ＥＡ３
　フッ素化熱安定性バインダーを含む顔料不添加水性インク組成物ＥＡ３を調製する。組
成物の種々の成分および組成物の合計重量に対する重量％で表したそれぞれの量を以下に
示す。
【００９６】
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【表４】

【００９７】
　水性組成物ＥＡ３を以下のようにして調製する。
－　穏やかに撹拌しながらＰＴＦＥ分散液に水を加え、希釈ＰＴＦＥ分散液を作成する；
－　次いで、希釈ＰＴＦＥ分散液に界面活性剤、次にプロピレングリコールを加える。
－　たとえば孔径０．８μｍ、次いで孔径０．４５μｍのセルロースアセテートシリンジ
フィルターを通して全量濾過方式で濾過して、安定な分散液が得られる。プロピレングリ
コールおよび界面活性剤の添加により、分散液中の種々の成分の大きさは改変しない。
【００９８】
　３５℃で測定した水性インクＥＡ３の粘度は３．６ｍＰａ．ｓ、ＷＩＬＨＥＬＭＹプレ
ートテンシオメーターで測定した流体の表面張力は３０．３ｍＮ／ｍである。
【００９９】
　インクＥＡ３の吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．
７ｋＨｚ、温度３５℃で操作して検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．５ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は２分である。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【０１００】
　印刷結果は、少なくとも１１０℃の温度、またとりわけ少なくとも２５０℃の温度に曝
した後も、色または特性において認知し得る、望ましくない、または制御されない変化を
全く示さない。
【０１０１】
（実施例４）
フッ素化熱安定性バインダーを含む本発明の顔料不添加水性インクＥＡ４
　フッ素化熱安定性バインダーを含む顔料不添加水性インク組成物ＥＡ４を調製する。組
成物の種々の成分および組成物の合計重量に対する重量％で表したそれぞれの量を以下に
示す。
【０１０２】
【表５】

【０１０３】
　水性組成物ＥＡ４を以下のようにして調製する。
－　穏やかに撹拌しながらＦＥＰ分散液に水を加え、希釈ＦＥＰ分散液を作成する；
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－　次いで、希釈ＦＥＰ分散液に界面活性剤、次にグリセロールを加える。
－　たとえば孔径０．８μｍ、次いで孔径０．４５μｍのセルロースアセテートシリンジ
フィルターを通して全量濾過方式で濾過して、安定な分散液が得られる。グリセロールお
よび界面活性剤の添加により、分散液中の種々の成分の大きさは改変しない。
【０１０４】
　２５℃で測定した水性インクＥＡ４の粘度は２０ｍＰａ．ｓである。
【０１０５】
　インクＥＡ４の吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．
７ｋＨｚ、温度２５℃で操作して検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．５ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は２分である。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【０１０６】
　印刷結果は、少なくとも１１０℃の温度、またとりわけ少なくとも２５０℃の温度に曝
した後も、色または特性において認知し得る、望ましくない、または制御されない変化を
全く示さない。
【０１０７】
（実施例５）
フッ素化熱安定性バインダーおよび非フッ素化熱安定性バインダー、ならびに蒸発遅延化
合物を含む本発明の顔料添加水性インクＥＡ５
　フッ素化熱安定性バインダーおよび非フッ素化熱安定性バインダーを含まない顔料添加
初期組成物ＣＰ５を調製する。組成物の種々の成分および組成物の合計重量に対する重量
％で表したそれぞれの量を以下に示す。
【０１０８】
【表６】

【０１０９】
　水性組成物ＣＰ５中において、溶解した黒色顔料は以下の粒径分布を有する。
－　Ｄ５０＝１４０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝３３５ｎｍ
　顔料は現状においてインクジェット印刷に適合する。
【０１１０】
　この顔料分散液（ＣＰ５）に、以下に示す割合（重量部）でＰＴＦＥ分散液および水相
のＰＡＩを加えて水性インク組成物ＥＡ５を作成する。
【０１１１】
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【表７】

【０１１２】
　ＰＴＦＥおよびＰＡＩの添加により顔料は凝集しない。水性インク組成物ＥＡ５のレオ
ロジープロファイルはニュートニアンであり、２５℃における粘度は２１ｍＰａ．ｓであ
る。
【０１１３】
　インクＥＡ５の吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．
７ｋＨｚ、２５℃で検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．５ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は２分である。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【０１１４】
　グリセロールにより、基材上の液滴の印象は一様で、ハローがない。
【０１１５】
　印刷結果は、少なくとも１１０℃の温度、またとりわけ少なくとも２５０℃の温度に曝
した後も、色または特性において認知し得る、望ましくない、または制御されない変化を
全く示さない。
【０１１６】
（比較例１）
フッ素化熱安定性バインダーを含まず、水の蒸気圧より高い蒸気圧を有する溶媒を含む顔
料添加水性インクＥＣ１
　フッ素化熱安定性バインダーを含まない顔料添加初期組成物ＥＣ１を調製する。ここで
用いる溶媒は、５℃から５０℃の温度および大気圧において水の蒸気圧より高い蒸気圧を
有する溶媒であるエタノールである。
【０１１７】
　組成物の種々の成分および組成物の合計重量に対する重量％で表したそれぞれの量を以
下に示す。
【０１１８】
【表８】

【０１１９】
　水性組成物ＥＣ１中において、溶解した黒色顔料は以下の粒径分布を有する。
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－　Ｄ５０＝１４０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝３３５ｎｍ
　顔料は現状においてインクジェット印刷に適合する。
【０１２０】
　水性インク組成物ＥＣ１のレオロジープロファイルはニュートニアンであり、粘度は４
．４ｍＰａ．ｓである。
【０１２１】
　インクＥＣ１の吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．
７ｋＨｚ、２５℃で検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．５ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は５秒である。
－　ノズルチップは直ちに乾燥することが認められ、ノズルは長期間、汚れることなしに
は機能し得ないことが明確に示される。
【０１２２】
（比較例２）
非熱安定性アクリルバインダーを含む微粒子インク
　非熱安定性アクリルバインダー（アクリル酸ベンジル／メタクリル酸コポリマー）を含
む顔料不添加水性インク組成物を調製する。組成物の種々の成分および組成物の合計重量
に対する重量％で表したそれぞれの量を以下に示す。
【０１２３】
【表９】

【０１２４】
　水性組成物を以下のようにして調製する。
－　アクリル酸ベンジル／メタクリル酸コポリマー分散液に界面活性剤、次いでグリセロ
ールを加える；
－　たとえば孔径０．８μｍ、次いで孔径０．４５μｍのセルロースアセテートシリンジ
フィルターを通して全量濾過方式で濾過して、安定な分散液が得られる。グリセロールお
よび界面活性剤の添加により、分散液中の種々の成分の大きさは改変しない。
【０１２５】
　２５℃で測定した水性インクの粘度は２２ｍＰａ．ｓである。
【０１２６】
　インクの吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．７ｋＨ
ｚ、温度２５℃で操作して検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．６ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は２分である。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【０１２７】
　印刷結果は、２５０℃の温度に曝した後、その特性において顕著な変化を示す。印刷層
は実際、アクリルコポリマーの劣化により、その温度に曝した後、顕著な黄色化を示す。
【０１２８】
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　（比較例３）
非熱安定性ポリウレタンバインダーを含む微粒子インク
　非熱安定性ポリウレタン樹脂バインダーを含む顔料不添加水性インク組成物を調製する
。組成物の種々の成分および組成物の合計重量に対する重量％で表したそれぞれの量を以
下に示す。
【０１２９】
【表１０】

【０１３０】
　水性組成物を以下のようにして調製する。
－　ポリウレタン樹脂分散液に界面活性剤、次いでグリセロールを加える；
－　たとえば孔径０．８μｍ、次いで孔径０．４５μｍのセルロースアセテートシリンジ
フィルターを通して全量濾過方式で濾過して、安定な分散液が得られる。グリセロールお
よび界面活性剤の添加により、分散液中の種々の成分の大きさは改変しない。
【０１３１】
　２５℃で測定した水性インクの粘度は２３ｍＰａ．ｓである。
【０１３２】
　インクの吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．７ｋＨ
ｚ、温度２５℃で操作して検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．６ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は２分である。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【０１３３】
　印刷結果は、２５０℃の温度に曝した後、その特性において顕著な変化を示す。印刷層
は実際、ポリウレタン樹脂の劣化により、その温度に曝した後、顕著な黄色化を示す。
【０１３４】
（比較例４）
非熱安定性アクリルバインダーおよび蒸発遅延化合物を含む顔料添加水性インク
　アクリルバインダーを含む初期顔料添加組成物を撹拌下に調製する。組成物の種々の成
分およびそれぞれの量を組成物の合計重量に対する重量％で以下に示す。
【０１３５】
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【表１１】

【０１３６】
　水性組成物において、溶解した青色１０Ｃ５９５顔料は以下の粒径分布を有する。
－　Ｄ５０＝９３０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝３３６０ｎｍ
　用語「Ｄ５０」は粒径分布のメディアンを表し、既に定義した通りであり、用語「Ｄ９
９」も同様に既に定義した通りであり、本発明の場合において９９％の粒子の最大寸法を
表す。
【０１３７】
　したがって、水性組成物中の顔料の粒径分布は、現状ではインクジェットによる適用に
は適しない。この目的のため、顔料添加組成物を、ＺｒＯ2ビーズを満たした水平ピンミ
ルで摩砕する。
【０１３８】
　２時間の摩砕の後、熱安定性バインダーを全く含まない二次顔料添加組成物が得られる
。これについて、以下の粒径分布が青色顔料に関して得られる。
－　Ｄ５０＝１７０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝４１５ｎｍ。
【０１３９】
　この二次組成物の乾燥分百分率は９％である。
【０１４０】
　この摩砕ステップの後、ナノメーターサイズの顔料分散液に、以下に示す割合（重量部
）でアクリルコポリマー分散液を加えて水性インク組成物を作成する。
【０１４１】
【表１２】

【０１４２】
　水性インク組成物のレオロジープロファイルはニュートニアンである。２５℃で測定し
た粘度は２０ｍＰａ．ｓである。
【０１４３】
　インクの吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．７ｋＨ
ｚ、２５℃で検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．５ｍ／ｓである。
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－　ノズルの開放時間は１分より長い。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【０１４４】
　印刷結果は、２５０℃の温度に曝した後、その特性において顕著な変化を示す。印刷層
は実際、アクリルコポリマーの劣化により、その温度に曝した後、顕著な黄色化を示す。
【０１４５】
（比較例５）
非熱安定性アクリルバインダー、熱安定性フッ素化粒子の分散液および蒸発遅延化合物を
含む顔料添加水性インク
　アクリルポリマー基体によって結合したＰＴＦＥ粒子を用いて、これを含む組成物に印
刷後の潤滑特性および耐剥離性をもたらすことは、従来技術において既知である。
【０１４６】
　アクリルバインダーを含む初期顔料添加組成物を撹拌下に調製する。組成物の種々の成
分およびそれぞれの量を組成物の合計重量に対する重量％で以下に示す。
【０１４７】
【表１３】

【０１４８】
　水性組成物中において、溶解した青色１０Ｃ５９５顔料は以下の粒径分布を有する。
－　Ｄ５０＝９３０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝３３６０ｎｍ
　用語「Ｄ５０」は粒径分布のメディアンを表し、既に定義した通りであり、用語「Ｄ９
９」も同様に既に定義した通りであり、本発明の場合において９９％の粒子の最大寸法を
表す。
【０１４９】
　したがって、水性組成物中の顔料の粒径分布は、現状ではインクジェットによる適用に
は適しない。この目的のため、顔料添加組成物を、ＺｒＯ2ビーズを満たした水平ピンミ
ルで摩砕する。
【０１５０】
　２時間の摩砕の後、熱安定性バインダーを全く含まない二次顔料添加組成物が得られる
。これについて、以下の粒径分布が青色顔料に関して得られる。
－　Ｄ５０＝１７０ｎｍ、および
－　Ｄ９９＝４１５ｎｍ。
【０１５１】
　この二次組成物の乾燥分百分率は９％である。
【０１５２】
　この摩砕ステップの後、ナノメーターサイズの顔料分散液に、以下に示す割合（重量部
）でＰＴＦＥ粒子分散液およびアクリルコポリマー分散液を加えて水性インク組成物を作
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【０１５３】
【表１４】

【０１５４】
　水性インク組成物のレオロジープロファイルはニュートニアンである。２５℃で測定し
た粘度は２０ｍＰａ．ｓである。
【０１５５】
　インクの吐出性を、ＡＲＤＥＪＥ社のＨＡ５印刷デバイスを用いて、周波数１．７ｋＨ
ｚ、２５℃で検証した。以下の特性が得られる。
－　液滴速度は４．５ｍ／ｓである。
－　ノズルの開放時間は１分より長い。
－　液滴列はよく分離しており、側面は一様に前進することが認められる。
－　印刷が完了した後もノズルチップは清浄であることも認められ、ノズルは長期間、汚
れることなしに機能し得ることが明確に示される。
【０１５６】
　印刷結果は、高温に曝した後、その特性において顕著な変化を示す。
【０１５７】
　２５０℃においては、印刷層はアクリルコポリマーの劣化により顕著な黄色化を示す。
この場合、基材上において顔料とＰＴＦＥ粒子の凝集が全くないので、フィルムの品質は
悪い。
【０１５８】
　ＰＴＦＥ粒子の融合温度より高い３５０℃においては、アクリルポリマーの劣化により
フッ素化化合物のフィルム形成が妨害されるので、フィルムの品質は悪い。
【０１５９】
　全ての場合において、印刷の描画は温度によって誘起されるアクリルの褐色化によって
悪化する。
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